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「利用の手引き（第六版）」

情報処理教育センターでは昭和62年4月から新しい計算機システム管理用ソフトウェアで運用し

ています。これに伴って利用の手引きを改訂しています。課題番号やデータセットに関連した各種の

利用上の制限を変更しています。またパラメータなどの仕様を変更したコマンドがあります。もしま

だ新しい「利用の手引き（第六版）」を使用しておられない方は必ず新しい利用の手引きを使用する

ようにしてください。参考のために、新しい「利用の手引き（第六版）」を次ページ以降に掲載しま

す。
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****************** 
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九朴1大学情報処理教育センター
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センター電話番号

直通092-641-4047 九大代表 092-641-1101 

〇 通話用 0 計算機接続用

階 室 名 内線番号

5 センター長室 2 6 5 0 

5 次長室 2 6 5 1 

5 助手室 2 6 5 2 

5 事務室 2 6 5 6 
受付 2 6 5 7 

4 オープン端末室 2 6 5 8 

〇端局

端局名 電話番号

病院地区端局 (81) 3176 

教養部地区端局 (82) 219 

文系地区端局 3771 

種別 電話番号

300bps 局線641-4538
(V. 21) 

1200/2400bps 内線 2660
(V. 22/V. 22b 1 s) 

!200bps 内線 2659
(Vad ic) 

病院地区から箱崎地区にかける場合は

最初に (81)をダイヤルする。

教養部地区から箱崎地区にかける場合は

最初に（ 7)をダイヤルする。

表記法

記事の中で、コマンドなどの項目を指定する場合には、特に断らない限り次の表記法を用いる。

・英大文字や特殊文字はその通りに書く。

・ABcdeのように英大文字と英小文字からなる場合は、すぺて (ABCDE)入力するか、

英大文字の部分 (AB)のみ入力する。

・日本語または英小文字だけからなる文字は、必要なもので薗き換える。

・角カッコ（［ ］）は指定してもしなくてもよい項目を表わす。

(A I BI C)など Iで区切られた場合は、その中のいずれか 1つを指定する。

[A I BI旦）のCのように下線が引かれた項目は、省略時にこの値がとられることを表わす。
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1. 利用上の注意

1. 1 利用者への注意

九州大学情報処理教育センター（以後センターと略す）を利用できるのは、センターを利用する授

業の受漏学生とその授業を担当または補佐する教官だけである。センターの利用者は以下の注意を厳

に守っていただきたい。

(1) 学生の利用者数が学期ごとに約2千名と多いため、センターから学生への連絡などはすべて担当

教官を通して行う。学生の利用者で質問があるときは、まず自分の担当教官に質問すること。

(2) 情報処理教育センターが入っている建物には、大型計算機センター、中央計数施設も入っている

ので、本センターの区域外には立ち入らないこと。

(3) 各階への移動には、特に身体上の理由がない限り、エレベータを使用しないこと。

(4) 建物内は禁煙。

(5) センター4階端末室や各端局で飲食しないこと。

(6) 自分の使用した用紙等はかならず後片付けを行い、使用した物品は元にもどすこと。また不必要

なプリンタ出力などを絶対にしないこと。

(7) 荷物をおいて端末を先取りするなど、他人に迷惑をかける行為をしないこと。

もし上記のような注意を守れないものを発見したときは計算機の使用許可を取り消す。

1. 2 利用期間および利用時間

学部学生および大学院生は受講している授業が行われている期間に限って利用できる。前期は4月

~ 1 0月中旬まで、後期は10月下旬～翌年3月まで、通年は4月または10月からの1年間である。

センターでは箱崎地区センターのほかに六本松地区、病院地区、文系地区に端局を設隧している。

箱崎地区センター以外の端局は当該学部以外の者は利用できない。利用者が計算機を利用できる時間

は端局ごとに異なり、通常は表1.1の通りである。ただし利用状況によって利用可能時間を延長する

ことがある。その場合、利用可能時間は各端局で異なっているのでセンターニュースとf易示に注意さ

れたい。

表1.1 センターの利用可能時間

燿日 箱崎病地院地区区セ端ン局ター 六本松地区端局 文系地区端局

月～金 8:30~16:50 8:30~16:50 9:00~16:50 

土 休 み 休 み 休 み

l. 3 利用上の制限

センターの利用者にはできるだけ自由に計算機を使用して頂きたいが、センターを維持するための

予算と計算機資源 (CPU、メモリ、ディスク、プリンタ用紙など）には限りがあり、多数の教官や

得―



学生に無制限に使用してもらうことはできない。そのため一つの課題番号で使用できる計算機資源と

1回のジョプで使用できる計算機資源に制限を設定している。

(1) 諜題番号あたりの制限

1つの諜題番号で表1.2の制限を越えて使用することはできない。

表l.2 諜題番号あたりの制限（学期毎）

項 目 ，，，子． 生 教 官

予 算 5. 0 0 0円 2 0. 0 0 0円

データセット個数

I 
3 0個 3 0他l

データセット容星 1. 040KB 6. 500KB 

①
 
予算

予算は C PUが？円／秒 端末榜糀時間が 1円／分 プリンク用紙l0円／枚 として

切り上げて計算される。予算が制限の90％を越えると次のメッセージがLOGON時に出力される。

KDU353401 LOGON 

ACCOUNT 

WARNING -

課題番号 EXCEEDED 

YOUR CHARGE 

90 

FOR CURRENT 

PERCENT 

さらに予算が制限を起えると、次のメッセージが出力され、計算機を使用することはできない。

KDU353411 LOGON REJECTED 

ACCOUNT 課題番号

YOUR 

EXCEEDED 

CHARGE 

100 

FOR CURRENT 

PERCENT 

利用者の予算の使用状況はTSSセッションを終了したときに図1.1の形式で表示されるので常に

注意を払っておくこと。

•. •. • •'• ・ :・:1・ : ・ : ・: ・: ・ : • : ・ :・: ・ :・ : ・: ・: ・ : ・ : ・:・:・ :・ : t: ・ : ・ : ・: ・ :・ :・ : ・: ・: ・ : ・ : ・: ・ : ・ : ・ :・: ·;• :・ : ・: ・ : ・ : • : ・ :・:・ :・ :・: ・: ・ : ・ : ・: ·:• : ・ :・: ・:・ : ・ : ・: ・: ・ : ・ : ・. ・:・ : ・ : ・: •: ・ :・ : ・: ・: ・ :・ : ・ :・:・ : ・:・: ・: ・ :・ : ・: •: •: ・ :・ : ・: ・ : ・:・: ・: ・ :・ : ・: ・: ・ : ・ :・:・: ・ : ・ :・; •: ・ : ・ : 

九州大学情報処理教育セン
·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.· .·.·.·.•.•,·,•.·.·.·.·,•.·.·.·.·.·. ·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·. ·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•,·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.· 
ター FACOM M380Q 、ンステム.. ·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·,•.·.·.·.·.·.· .·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.•.•.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.-.·.·.·.·.·.·.·..· •. •. •. •. •.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·. 

::::::::::::::;:;:::,:::::::::,:,:::;:;:;:·:::::::::,:,:::::;:;:::::::::::::::::::::::::::;:;:;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::-:,:::•:::•:•: 

課題番号 JX12345 日付 87. 04. 10 
使用記憶領域
ディスク入出力回数

子§鍔鰐贔
FIBジョプ件数

時刻 8

B

B

 

隠
回
K
件
件

ー2
6
1
0
5
0
 

:
5
0
6
3
 

6
7
1
2
 

ー

予 算 5. 000円

諜金項目 単価
TSS-CPU時間 2円／秒
FIB-CPU時間 2円／秒
端末接続時間 1円／分
OPR用紙 1 0円／枚
NLP用紙 3円／枚

使用量
1. 43秒

3. 045秒

金 髭
51円

合 計 53円

累積額
486円
0円
123円
520円
0円

1. 129円

図1.1 LOGOFF時の予算使用状況の表示例
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②データセット

データセットを制限以上に作成しようとすると次のようなエラーメッセージが出力されて作成でき

なしヽ。

KEQ56245I DATA SET データセット名 NOT ALLOCATED, NOT ENOUGH 

SPACE ON VOLUMES+ 

(2) ジョプあたりの制限

計算椴システムを用いて行うi.1:-<fIの北まりを＇ジョプ＇と呼ぶ。とくに 1̀S SによるジョプのIll!始

から終了までを＇セッション＇と呼ぷ。センターで学生が使用可能なジョプあたりの制限は表 1.3の

通りである。 FIBとはTSSから起動したパックグラウンドジョプのことである(「6. コマンド

一覧」のBATCHコマンドを参照されたい）。ジョプの制限値のうち、メモリの大きさはTSS、；；

ョプではLOGON時のSIZEパラメータで変更できる。

表1.3 ジョプあたりの制限

種類 CPU CPU メモ値リ メモリ
接（続時時間間） 

標（準分値） 最（大分値） 
標準 最大値
(KB) (KB) 

TSS 2 2 0 4 8 3 0 7 2 3 

FIB I 3 2 0 4 8 3 0 7 2 

(3) データセットの共用関係

TSSで仕事をするときに、データセットはきわめて重要な役割を果たすが、他人のデータセット

を自由に参照できるわけではない。データセットはその持ち主の課題番号によって、学生、授業（教

材表示用）、教官個人（授業準備用）、およびシステムに分けられる。そのうち学生が参照すること

ができるのは、自分のクラスの教材表示用のデータセットと学生が参照して差し支えないシステムデ

ータセットだけであり、教官個人と他の学生のデータセットを参照することはできない。

-24-
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2. TS S入力支援、ンステム

TSSで作業をするときは、例えば LIST EXAMPLE. FORT77のように、 「コマンド データセット

名」の形式でコマンドを入力することが多い。この場合にコマンドの目的語にあたる「データセット

名」は、すでに作成済みの場合は計算機自身が記憶している。そこで、これらのデータセット名を計

算機が自動的に補ってくれると楽である。そうした目的のために作成されたシステムがFLISTと

MLISTで、 FLISTはデータセット（一般にファイルとも呼ふ）に対して、 MLI STは区分

データセットのメンバに対してこの機能を実現している。

2. 1 FL I ST、Ml、!STの起炒Jjl}、一

例を用いて説明する。諜題番号 JX1234うにはすでに 7涸のテークセットが作成されているとする。

READY 
且 ・ ・ ・ ・ FL i s tコマノドを入力する。その結果、図2.1のよっな画面が表示される。

□ ; E FL I Si yり[Nu -り[G V2 0 { k } [ T -f [ ［ [ [ F I X (J>i2 t t i t L -B [ ｛〈!4 { ｝ 2 s f A t [ （F i) C (E AT E ↓ { L U M [ 
CMDPROC CLI ST PO V 255 3120 2 52 50 870402 PUB003 
EXAMPLE PASCAL PO F 80 3120 2 52 50 870412 PUB002 
GRAPH FORT77 PO凪 V 255 3120 1 260 10 870316 PUl3001 
PROB! FORT77 PS V 255 3120 1 26 ** 870412 PUB004 
READ DATA PS F 80 3120 1 26 ** 870408 PUB002 
REPORT DA F - 2440 1 130 ** 870328 PUB002 
RESUしT PS V 140 6200 1 52 50 870322 PUl3003 
**END** 

DI SP=>PF6. FRWD=>PF8. BACK=>PF7. REPF=>PF5. I NCF=>PF9, SORT二＞PF4,SWAP=>PF2, TERM=>PF3 

図2.1 FL I STのデータセット一覧画面 (PF3キーを押すと終了する）

ORG™!が PS は順データセット、 PO は区分データセットであることを示し、区分データセットは一

つのデータセットの中にいくつかのメンパを持つ。 MLi stコマンドによって区分データセット

GRAPH. FORT77のメンパ名の一覧画面を表示してみる。図2.1に示すようにカーソルを GRAPH.FORT77 

の行に移動し MLと入力し実行キーを押すと図2.2のような画面が表示される。

＝＝＝＞ 
--MLIST --V20/し10--JX12315. GRAPH. FORT77 ----------------IO(Ml) -- 1/ 4 
EXl ==> 
EX2 ==> 
KANJ I ==> 
SIN ==> 
*＊ ENO *＊ 

TYP-REC (V), LR (**255), BLK (*3120), EXT M), TRK (**10, ***1), DIR MO. **1), VOL (PUBQ(}l) 
RSET=>PA2, FRりD=>PF8,BACK=>PF7, REPF=>PF5, DISP=>PF6,ALIS=>PF9. SWAP=>PF2. TERM=>PF3 

図2.2 ML IS Tによるメンバ一覧画面 (PF3キーを押すと終了し図2.1へ戻る）

このとき、入力したコマンド（この場合ML)のあとにその行のデータセット名が補われ実行される。

すなわち図2.Iの例では ML GRAPH.FORT?? と入力することに等しい。
-25-
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2. 2 

(a) 

(b） 

使用例

図2.1の画面で順データセットを区分データセットのメンパヘコピーする。
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PROB1.FORT77 A.FORT77(P1) 
と入力することに等しい。

図2.2の画面で2つのメンバをまとめて画面に表示する。

===> 
--MLI ST --V20/L10 --JX 12345. GRAPH. FORT77 ----------------ID (M 1) 
EXl =＝＞且紅
EX2 ==> 
KANJI ＝二＞ニ
SIN ==> 
**END** 

1/ 4
 

゜LIST GRAPH.FORT77(EX1) 
LIST GRAPH.FORT77CKANJI) 
と入力することに等しい。

このように複数のコマンドを同時に入力でき、しかも

したコマンドを代用できる。

＝ （イコール）によって最後に入力

2.3 機能の補足説明

PF3キーを押すと現在の画面が終了する。

PF9キーを押すと INPUTFIELDが広がりコマンドが長くなっても書くことができる。再度P

F9キーを押すともとに戻る。

PF 1 2キーを押すか、または何も入力しないで実行キーのみを押すと、カーソルがホームポジ

ション (1行目の＝＝＞の右）に移動する。

ホームポジションには通常の形式でコマンドを入力できる。

コマンドの実行後、結果に応じて先頭に

在しない）の1文字が付加される。

＊
 
（正常終了）、-,（異常終了）、 C,

．
 

（コマンドが存

データセット名は入力した文字列（コマンド）の最初の1単語の直後に補われる。

（イコール）によって、最後に入力したコマンドを再実行できる。
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3. データセットの印刷

学生はセンター4階オープン端末室と各端局に設證されているオフィスプリンタを使用することが

できる。データセットの内容をオフィスプリンタヘ印刷するにはOP Rコマンド、 STINGYコマ

ンド、 DSPRINTコマンドを使用する。これらのコマンドで指定するプリンタ機番は表3.1の通

りである。またこれらのコマンドによる印刷依頼の確認や取り消しはDSPOPERコマンドで行う。

表3.I オフィスプリンタ機番

場 所 I プリンタ機番 1 場 所

ォープン端末室 CPR l、CPR2 病院地区冨｀

六本松地区端局 IHPRl 

3. 1 0 PRコマンド

(1) 機能

文系地区端局

・ データセ・ノトの内容をオフィスプリ ンタ (OPR)に印刷する。

プリンタ機番

GPRl 

FPRl 

• 各ページの先頭にデータセット名、印刷日時、およびページ数を印刷する。

(2) コマンド形式

コマンド

OPR 

オペランドの説明

① データセット

② プリンタ機番

(3) 使用例

I データセ •ノト オペランド

［プリンタ機番］

印刷したいデータセット名を指定する。

印刷したいオフィスプリンタの機番を指定する。省略すると使用してい

る端末から一番近いオフィスプリンタに印刷される。

順データセットEXAMPLE.FORT77を印副する。センター 4階のTSS端末で実行するとオープン端末

室のオフィスプリンタ (CPRI)に印刷される。。

READY 
OPR EXAMPLE FORT77 
READY 

(4) 使用上の注意

① 印刷はソースプログラムやデータなどTSS端末上で文字として見えるものに限る。

② 漢字が含まれているデータセットも印刷することができる。

③ データセットの内容は 1ページに 56行印刷される。

＿町一
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3. 2 ST I NG Yコマンド

(I) 機能

データセットの内容を左右2段の袋綴じの形式で印刷する。

(2) コマンド形式

Y
 

ド

G
 

ン

z
 

マコ

T
 
u] 

~
~
．
 

Iデータセノト
オペランド

［プリンタ機番］ --------］ 
オペランドの説明

① データセット

② プリンタ機番

印刷したいデータセット名を指定する。

印刷したいオフィスプリンタの機番を指定する。省略すると使用してい

る端末から一番近いオフィスプリンタに印刷される。

(3) 使用例

区分データセットEXAMPLE,FORT77のメンバMEMを印刷する。

READY 
ST I NG Y EXAMPLE FDRT77 (MEM) 
READY 

(4) 使用上の注意

① 入カデータセットの編成、レコード形式に制限はない。

② 5 5文字／ 1行。 1行がこれより長い場合は次の行へ折れ曲がって印刷される。

3. 3 D SPRINTコマンド

(1) 機能

データセットの内容をオフィスプリンタに印刷する。

(2) コマンド形式

コマンド名 オペランド

DSPRINT Iデータセット プリンタ機番 [NONum] [DOC} 

オペランドの説明

① データセット

② プリンタ機番

印刷したい文字や図形データが格納されているデータセット名を指定す

る。

印刷したいオフィスプリンタの機番を表3.1を参考にして指定する。 D

SPRINTコマンドではプリンタ機番を省略できない。

印刷したいデータセットが行番号なしの時に指定する。

印刷したいデータセットの内容が図形データのときに指定する。

③ NONum 

④ DOC 

(3) 使用例

「3.4 D SP OPE Rコマンド」の使用例を参照されたい。
-28-
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(4) 使用上の（主意

① プリンタ機番を間違えると、とんでもない場所のプリンクヘ印刷されるので注意すること。

② 印刷できるのは‘ノースプロクラムや図形データに限る。ただし図形デークを印屈ljするときは必

ずDOCパラメータを指定すること。

③ 他人のリストと区別がつきにくいので、このコマンドはなるぺく使用しないこと。

3. 4 D SP OPE Rコマンド

(!) 機能

データセノトの印刷依頼の状態を確認、または取り消す。

(2) コマンド形式

オペランド

S

I

 

u

e

-

t

r

)

-

a

n

i
 

t

a

-

S

C

-

'

・
 

R

-

E

-

p
 
0

1
 

P

-

s

-

D
 

I

L

 

[g [（プリンタ名 IA LL) ］ 

N [（プリンタ名 IA上上） ］ ］ 

依莉番号

オペランドの税明

① S t a l u S 

② Cancel 

印刷依頼の状態表示を行う時に指定する。 Q((lueue)オペラントを指定

すると印刷待ちの数を表示し、 N(Number)オペランドを指定すると印刷

依頼のデータセット名、依頼番号を表示する。

印刷依頼を取り消すときに指定する。依頼番号はDSPOPER S 

Nコマンドで表示されたものを使用する。

(3) 使用例

READY 

咋靡翡贔印畠鼠胃贔韮畠。れ訊｝）・・・・ 箱崎地区のプリンタCPR1ヘプログラムを印刷する。

READY 
工繋ロ ・・・・・• 印刷依頼の状態表示を行う。
KDP4061 14:03:05 NAME DISPLAY 
KDP4061 PRINTER-NAME USERID REQUEST DATA-SET-NAME 
KOP4061 CPRl JX12345 04158 JX12345. EXAMPLE. FORT77 
READY 
OSPOPoER C 4 1 58 . ・ ・ • ・ • 印刷を取り消す。
KDP4081 CANCEしACCEPTED.REQN0=04158. DSN=JX 12345. EXAMPLE. FORT77 
READY 

(4) 使用上の注意

① このコマンドを使用すると DSPRINTコマンドによる印刷依頼の状態を知ることができる。

印刷依頼をした後でいくら待っても印刷されない時にこのコマンドで状態を確認すること。

② 不要な印刷依頼はどんどん取り消すこと。印刷すると 1枚につき 10円を諜金される。プリン

タに印刷中でもキャンセルできる。ただしキャンセルは自分の印刷依莉しかできない。

喜―



ー
．
 
．
 

4

4

 

レポートの作成と提出機能

機能概要

ここで述べるレポート提出とは、用紙に出力した結果を提出するのではなく、学生が作成したプロ

グラムや実行結果をデータセット RESULTに作成し (RECORDまたはGOコマンドを用いる）、

それをデータセット REPORTに転送する (REPORTコマンドを用いる）処理をいう。 レボート提

出期限になると教官は、 TREPOコマ ンドで各学生のデータセ ットREPORTから問迎ごとにレボー

トを回収する。 したがって、教官が回収して初めてそのレポート提出が完了したことになる。回収さ

れる前に間違いに気付いたときは、プログラムを修正してデータセット RESULTを作り直し、データ

セット REPORTに転送すると良い。コマンドとデータセットの関係を図4.1に示す。

学生の処l.用
教官の処理 ↑8

 

① TSS沿：末のやりとりを記は
R E CO S 

s 
R ECO E 

卜ツセ夕今
め
ク
とま
デ
く
（
す

A
ゃ
D
見

q
を果
ト
結

ッ

行
セ
実
夕、一

タ
デ-
．
 

デ
ム、ラ

ム
グ
ラ
。
グ
プ
u
 
プ
0G
 

伺

似

［
 

レーイアフ
父
某

m
作
の
川
T
ト

Llu 

ポ

ES
レ
R

② RESUL!の確認
蟷末表示 RESULT L 
プリンタ出力RESULT プリンタ磯蓄

⑦ 

.~ 

レポートの表示
REPO PROB 

④ 

⑤レポートの印嗣
REPO PROB 

レポートの比出状況表示
REPO CH 
⑥
 

レポートの削除
REPO PROB 

L
 

DEL 

｀ 
③ レポートの提出
REPO PROB1 T

 

.. 

û 

(1) レポートの回収
TREPO PROB1 
クラス全員のレポート PROBiを回収してNLPへ印刷する。

(2) レポート提出状況表示
TREPO CH 

(3) ある学生のレポート PROBiの状況表示
TREPO PROB i UID（課問番号）

(4) ある学生のレポート PROBiを削餘
TREPO PROB i DEL [UID(:ぶ並番り］

コマンドとデータセットの関係図4.I 
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4. 2 データセット RESULTの作成

データセット RESULTはREPORTコマンドでレポートを提出するときに必要な作業データセッ

トである。この作成にはRECORDコマンドによる方法とGOコマンドによる方法の二通りの方法

があり、それぞれ特徴がある。どちらを利用するかは、担当教官の指示に従うこと。

4. 2. 1 R ECO R Dコマンド

TSS端末でのやりとりをデータセット ~ESUI 、 •I｀へ祀以する。

(I) コマンド形式

コマンド

lstact 
オペランド

RECOrd End 

オペランドの説明

① S t a r t TSS端末でのやりとりをデータセット RESULTに記鎌開始する。デー

タセット RESULTがなければ52KBの大きさで新規に作成する。

② End TSS端末でのやりとりの記録を終了する。

＊ ①と②は必ずペアで行わなければならない。

(2) 使用例

READY 
趾 ・・・・・• TSS端末でのやりとりの記汲を開始する。
*** TSS LOGGING STARTED TIME=lS.11. 42 DATE=03/12/87 *** 
READY 
E訊 FORT77 . ・ • ・ ・・ エディタを呼び出す。
E 
し ・・・・・・ 内容を表示する。
00010 * EXAMPLE 
00020 READ *・ M 
00030 PRINT *•'M=', M 
00040 END 
KE0525001 END OF DATA SET 
E 
辿.N ....... 実行する。
FORTRAN 77 COMPILER ENTERED 
END OF COMPILATION 
00020? 
10.Q .・・・・・ データを入力する。
M=lOO ・ ・.. ・ ・ 実行結果。
END OF GO, SEVERITY CODE=OO 
E 
図 ．．．．．・ エディタを終了する。
READY 
戸 ・・・・・• TSS端末とのやりとりがここまでデータセットRESULTに記録される。
*** TSS LOGGING ENDED TI ME= 15. 12. 11 DATE=03/12/87 ＊拿事
READY 

-81 -
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4. 2. 2 GOコマンド

プログラム (FORTRAN77、PASCAL、COBOL、PLI)の翻訳・実行後、ソースリストとデータリスト

（データセットを指定した場合）、および実行結果をまとめてデータセット RESULTへ保存する。

(1) コマヽ ンド形式

コマンド オペランド

GO データセット l [DA ta （データセット 2)] 

lNOSource] [Fixed] [GS L」

[LIB（ライプラリ名） ］ [REsult (RESULT)] 

オペランドの説明

①データセット 1 ソースプログラムが格納されているテータセット名を指定する。

② DA ta （データセット 2) ： データが格納されているデータセット名を指定する。このオ

ペランドを省略すると端末からのデータ入力とみなす。

③ NOSource: ソースリストを結果に含めたくないときに指定する。 実行結果だけ必要

④ FI x e d 

⑤ GSL 

なときに指定するとよい。

固定形式 (FIXED)のFORTRAN77プログラムを実行すると

きに指定する。

G S Lによる図形処理プログラムを実行するときに指定する。

⑥ LIB（ライプラリ名） ： ライプラリが必要なときに指定する。

⑦ REsult (RESULT) : GOコマンドの結果を格納するためのデータセット名を指

(2) 使用例

READY 

定する。このオペランドを省略すると結果はデータセット RESULTに記

録される。 RE(＊）とすると結果は直接端末へ出力される。

Gg。廷\R〖~ERED···· GOコマンドで実行する。
END OF COMPILATION 
END OF GO, SEVERITY CODE=OO 
READY 

データセット RESULTの内容は次の「4.3 RESULT」コマンドで確認することができる。

(3) 使用上の注意

RECORDコマンドによって端末のやりとりを記録中にGOコマンドを使用するときは、データ

セットRESULTが競合するのでRE(＊）を指定しなければならない。
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4. 3 RESULTコマンド

データセット RESULTの内容を端末やオフィスプリンタヘ出力する。

(1) コマンド形式

I コマンド
RESULT 

オペランド

[L i s t Iプリンタ機番］

オペランドの説明

① L i s t 

② フ゜リンタ機番

データセット RESULTの内容を画面に表示する。

データセット RESULTにはいっている内容をオフィスプリンタに出力す

る。ここで指定するプリンタ機番は表3.1を参照されたい。

(2) 使用例

READY 
RESULT ・・・・・・ データセットRESULTの内容を表示する。内容はGOコマンドの例題で作成したもの。
*************************************"**************** 
USER-I D=JX 12345 JX 12345. EX. FORT77 03/12/87 15: 15: 41 
******************************************************* 
00000010* EXAMPLE 
00000020 READ *,M 
00000030 PR I NT *・'M=', M 
00000040 END 

********** INPUT DATASET: JX12345. EX. DATA *********** 

100 00000010 

**************** EXECUTION LIST ******************* 

M=lOO 

**************** ENO OF EXECUTION ****************** 

READY 

4. 4 RE PORTコマンド

レポートの提出、表示、印刷、削除および提出状況の確認を行う機能

(1) コマンド形式

コマンド オペランド

REPOrt PROB1 [Trans I L i s t I プリンタ機番

! DELete) 

!Check 

認
⑫



オペランドの説明

① PROBi 

② Trans 

③ L i s t 

④ プリンタ機番

⑤ DEL e t e 

⑥ Check 

提出、表示、印刷、削除するレポートの問迎名を指定する。 iは1~ 1 

0に限る。

レポートを提出するときに問題名と一緒に指定する。データセット RES

ULT の内容をデータセット REPORT の中に PROBi として作成•更新

する。データセット REPORTは初めてレボートを提出するときに新しく

作成される。したがってレポートを提出しようとする学生の課題番号は

データセットが新規に作成できる状態でなければならない。

提出済みのレボートの内容を画面に表示するときに、問題名と一緒に指

定する。

提出済みのレポートの内容をオフィスプリンタに出力するときに、問題

名と一緒に指定する。ここで指定するプリンタ機番は表3.1を参照され

たし‘o

提出済みのレポートを削除するとき、問題名と一緒に指定する。

提出済みのレポートの状況を確認する。

(2) 使用例

① レポートの提出と内容の表示

READY 
月 /LOi)訊。5雫焙パ了庁；i苔9ソトRESULTの内容を転送する。
PROBl HAS BEEN REPORTED. 

蒻 ILOiiり＼。開烙噌咽靡界信表示する。
00010 ************************************************ 
00020 ** PROBl BY JX12345 ON 03/12/87 AT 15:31:32 *** 
00030 ************************************************ 
00040 
00100 *** TSS LOGGING STARTED TIME=15. 24. 53 OATE=03/12/87 *** 
00200 READY 
00300 E EX. FORT77 
00400 E 
00500 L 
00600 00010 * EXAMPLE 
00700 00020 READ*・ M 
00800 00030 PR I NT *・'M=', M 
00900 00040 END 
01000 KE052500I END OF DATA SET 
01100 E 
01200 RUN 
01300 FORTRAN 77 COMPILER ENTERED 
01400 END OF COMPILATION 
01500 00020? 
01600 100 
01700 M=lOO 
01800 END OF GO, SEVERITY CODE=OO 
01900 E 
02000 END 

糾
⑬



02100 READY 
02200 RECD E 
02300 *** TSS LOGGING ENDED TIME=l5. 30. 42 DATE=03/12/87 *** 
JOH536 l -1 END Dr MODULE. 
READY 

② レポートの提出状況の見方

READY 
此 ..・・・・ 提出状況を表示する。
REPORT (V02/L01) ON 03/12/87 A'「1，う：48:43
00010 NAME DATE TIME 
00100 PRDBl 03/12/87 15:33:06 ・・・・・・ 提出済み。
00200 PROB2 03/11/86 15:41 :55 COMPLETED ・ ・ ・・・・ 教官が回収済み。
00300 PRDB3 00/00/00 00:00:00 DELETED ・ ・・ ・・・ 削除されてしヽ る。
00400 PRDB4 00/00/00 00:00:00 NOT YET ・ ・・ ・・ ・ まだ提出されてしヽなし沿
00500 PROB5 00/00/00 00:00:00 NOT YET 
00600 PROB6 00/00/00 00:00:00 NOT YET 
00700 PRDB7 00/00/00 00:00:00 NOT YET 
00800 PROB8 00/00/00 00:00:00 NOT YET 
00900 PROB9 00/00/00 00:00:00 NOT YET 
01000 PROBlO 00/00/00 00:00:00 NOT YET 
JOH536l-l END Or MODULE. 
READY 

4. 5 使用上の注意

(1) データセット RESULTがないときは 52KBの大きさで新規に作成する。またデータセット REP

ORTがないときは 18 2 KBの大きさで新しく作成する。したがってデータセット RESULTと REP

ORTの両方がない場合、自分の課題番号のデータセット総容量はおよそ 800KB以下で、データ

セット個数は28個以下でなければならない。

(2) データセット REPORTは1問25 0行程度のレポートが 10問分入る程度の大きさである。問題

数が少なければ一問の大きさはもっと大きくても構わない。

(3) ここでいうレポート提出は自分のデータセット REPORTへの提出で、実際のレポート提出は先生

がレポートを回収して初めて完了する。

(4) デークセット RiPORTを削除 (OEしREPORT) してはいけない。削除すると提出したレポートがす

ペて消えてしまう。 1問だけ削除したいときは REPOPROBi DELとする。

(5) 最初にレポートを提出するときは、計算機がすいているときでおよそ 25秒ほど初期設定等に時

間がかかるので、割り込みを行って処理を中断してはならない。
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5. 図形処理

図形処理を行うために次の基本パッケージがある。

① GSP (Graphic Subroutine Package) 

T -G S P (Term i na I Graphic Subroutine Package) 

② PSP (Plotter Subroutine Package) 

GSPは専用のグラフィック端末へ、 1‘ G S Pは文字・グラ フィソク端末へ図）［クを描くためのパ

ッケージであり、簡単な指定でオフィスプリンタ (0PR)へも印刷できる。利用者はGSPとT-

GSPの連いを意識する必要はなく、情報処理教育センターの端末を使用する場合は、自動的にT-

GSPのパッケージが呼び出される。以後同じものとして扱う。 PSPはX-Yプロッタに図形を描

くためのパッケージである。情報処理教育センターではX-Yプロッタ装置を設筐していないが、代

わりにオフィスプリンタヘ印刷できる。これらの根本パッケージをまとめて

③ GS L (Graphic Subroutine Library) 

と呼ふ。複雑な図形を描く場合GS Pや PSPの機能だけ用いる と非常に長いプログラムを書く必要

がある。そこで、種々の機能をライプラリ化して利用者が手軽に利用できるようしたものとして

④ GR AC E IV (Graphic App Ii cation Components for Easy use under OS IV) 

がある。 GRACEIVはGSP、PSPのいずれからも利用できる。さらに、科学技術計算分野にお

ける計算結果データを対象とした会話型図形処理ヽンステムとして

⑤ GRAPHMAN (Grapfic Man-machine System for Scientific Calculation Results) 

がある。 6節のTSSコマンド一覧を参照されたい。 5.1 節ではGSP と GRA~EIVによる正弦波

曲線の表示とOPRへの出力方法について述べる。 5.2節ではPSPとGRACEIVによる同様の曲

線をOPRへ印刷させる方法について述ぺる。上述した①～⑤のマニュアルを示しておく。

GSP文法書 70SP6231 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ G S Pの解説、サプルーチンの説明

PSP文法書 GSLVlO用 78SP6240

GSL使用手引書 VlO用 78SP6210

PSPの解説、サプルーチンの説明

GSP、PSPの例題、エラーメッセージ

GRACEIV文法書 VlOL20系用 70SP7180・ ・ ・ ・ ・ ・ GR AC EIVの解説、サプルーチンの説明

GRACEIV使用手引書り10L20系用 78SP7640・ ・ G R AC E IVの例題、エラーメッセージ

-36-
⑮ 



GRAPHMAN説明書 78AR5170 ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ GRAP HMA Nのコマンドの説明、例題

5. 1 GS PとGRACEIVによる作図例

例題のプログラムをデータセット 'CENT.GRAPH. FORT77 (GSPS IN)＇に用意している。この例題を実行

すると図5.1を作成することができる。例題とその蘭単な説明を以下に示す。

S
I
N
 

1.00 
0.75 
0. 50 
0.25 
0.00 
-0.25 
-0.50 
-0.75 
-1.00 

I I 

0.00 15.00 30.00 

XCDEG) ** 1 

DATE=87/03/12,TIME=19:58:3Q 

ID=JX12345, NAME=JIBUN NO NAMAE 

図5.1 GS PとGRACEIVによる作図例

'CENT.GRAPH.FORT77(GSPSIN)＇の説明

データ用配列

X. y軸の属性情報用配列
グラフ情報用配列

X軸，Y軸の長さ

日付け，時刻用配列

日付け，時刻の読み取り

日付けの文字列構成

時刻の文字列構成

x. y成分のデータ作成

エラー処理設定

GSPの初期化
デパイスの初期化設定

00100 *===< SIN FUNCTION DISPLAY PROGRAM BY GSP & GRACE4>=＝＝事

00200 PARAMETER (N=360) 
00300 DIMENSION X(O:N), Y(O:N) 
00400 DI MENS I ON IX (3). I Y (3) 

00500 DI MENS ION I PX (2). I PY (2) 

00600 DATA XLEN, YLEN / 6. 0. 4. 0 / 

00700 

00800 
00900 
01000 
01100 
01200 
01300 
01400 
01500 
01600 
01700 
01800 
01900 事一―---INITIALIZE-----:t:

02000 I DUMMY = -5 
02100 CALL I NGSP (I ENTRY. !DUMMY) 
02200 CALL I NDEV (0. I DEV) 

CHARACTER YMD (3) :t2, HMS (3) :t2, DATE:t8, TI ME:t8 
CALL ¥TI ME (YMD, HMS) 
DATE= YMD(l)//'/'//YMD(2)//'/'//YMD(3) 
TI ME = HMS (I)//':'/ /HMS (2) / /':'/ /HMS (3) 

DO 100 I=O. N 
X(I) = I 

RAD = 3. 14159/180. O*FLOAT (I) 
Y(I) = SIN(RAD) 

100 CONT I NUE 

＿印'-
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オプションテープルの定義

Very SMal)文字方式設定
Graphic Data Region設定

II 

ヽ

スクリーンウィンドー設定

パーチャルウィンドー設定

GRACEN入力装圏の指定
GRACENグラフ機能初期化

Logical Group開始．青緑色

配列Xのデータ数指定
配列Xのタイプ指定（実数）

X釉を実数釉とする指定

配列Yのデータ数指定

配列Yのタイプ指定（実数）
Y軸を実数軸とする指定

GRACEIVX軸の作画

GRACEIVY軸の作画

配列Xのデータ数指定

配列Xのタイプ指定（実数）

配列Yのデータ数指定

配列Yのタイプ指定（実数）

GRACE IV曲線の作画

GRACEIV参照線の作画

Logical Group終了

Logical Group開始黄色

GRACE IV日付け，時刻作画

GRACEIV課題番号氏名作画

Logical Group終了

SINグラフの画面への表示

日付けなどの画面への表示

アテンション受付け可能化

実行キー入力待ち

画面の書き出し

02300 
02400 

02500 

02600 

02700 
02800)1:-----SET SCREEN WINDOW & VIRTUAL WINDOW-----* 

02900 CALL SGDSL (I GDR, 500. 0, 500. 0. 2500. 0. 2500. 0) 
03000 CALL SGDVL (I GDR, 0. 0. 0. 0. 10. 0. 10. 0) 

03100 
03200 
03300 
03400 
03500 *-----GENERATE SIN CURVE-----* 
03600 CALL BGLG(IGDR. !DUMMY. !DUMMY, !DUMMY,'CYN') 

03700 

03800 

03900 

04000 

04100 

04200 

04300 
04400 

04500 

04600 
04700 

04800 
04900 

05000 

05100 
05200 

05300 

05400 

05500 

05600 
05700 *-----GENERATE MESSAGE-----* 

05800 CALL BGLG (MGDR, !DUMMY. I DUMMY. I DUMMY,'YEL') 

05900 CALL CBTXTC(500. 0, 600. 0,'DATE='//DATE -

06000 I I'. TI ME='I IT I ME. 5+8+1>+8) 

06100 CALL CBTXTC (500. 0. 400. 0.'I D=JX12345,'-
06200 ll'NAME=JIBUN NO NAMAE', 12+20) 

06300 CALL ENLG (MGDR) 

06400 
06500 *-----DISPLAY-----* 

06600 CALL DSG DR (I DEV. I GDR) 

06700 CALL DSGDR (I DEV. MGDR) 

06800 
06900 *-----GET ATTENTION-----* 

07000 CALL CRATN (I DEV. I ATN, 38) 

07100 CALL ROATN(IATN. ID.'WAIT') 

07200 
07300 *-----PRINT TO OFFICE PRINTER-----* 

07400 CALL PRTGD(16. IDEV.'PR20') 

CALL I NOPT (I OPT) 

CALL SCHAM(!OPT,'CHAR', 

CALL I NGDR (MGDR.'6683'. 

CALL INGDR(IGDR,'6683'. 

CALL CONOEV('6653') 
CALL GRINIT 

IX (I) = N+ 1 
IX (2) = 2 

IX (3) = 2 

I Y (1) = N+ 1 
I Y (2) = 2 

I Y (3) = 2 

CALL GRXAXS (4. 0. 

CALL GRYAXS (4. 0. 

IPX(l) = N+l 
I PX (2)二 2

I PY (1) = N+ 1 
I PY (2)二 2

CALL GRPGN 1 (X, 

4. 0, XLEN, X. lX. -2.'X(DEG)'. 6) 

4.0, YLEN, Y, IY. 2.'SIN', 3) 

Y. I PX, I PY, 0) 

CALL GRREF (2. 0. 0) 

CALL ENLG (I GDR) 

'VSM') 

384. !OPT) 

384* IO. I OPT) 

38
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GSPの終了 07500 

07600 
07700 

CALL TMGSP (I ENTRY) 

STOP 
END 

この例題を用いて画面への表示およびオフィスプリンタヘ印刷する方法について述ぺる。各自以下

の要領にしたがって試してみるとよい。 GSLRUNコマンドについては5.3節を参照されたい。

READY 
COPY'CENT. GRAPII. FORT77 (GSPS IN)＇じHAl'II.FURT77 (GSl'S IN) ・ ・ ・ ・ ・．例迎を：］ピーする

READY 

EDIT GRAPH. FORT77(GSPSIN) ・ ・・・・・コピーしたデータセットを編集する

EDIT 

FS ・ ・ ・ ・ ・ ・フルスクリーンモードにして例題の行番号6100.6200の諜題番号と氏名を書きかえる
EDIT 

GSLRUN CPR I ・ ・ ・ ・ ・ ・ GSLRUNコマンドによって実行する（プリンタ機番がCPR!の場合）

GSLRUN (V01/L03) STARTS AT 17:21:07 ON 03/12/87 
FORTRAN 77 COMPILER ENTERED 
END OF COMPILATION 

．．．．．．諜題番号と氏名が変更された図5.1が画面にカラーで表示される
実行キーを押すとプログラムが終了する

END OF GO, SEVER I TY CODE=OO 
プリンタヘ出力しますか？ （Y/N) : 1 ・・・・・・出力するのでYと答える
EDIT 

プリンタ CPR!へ 1部印刷しました。・・・・・・ どこに何部印刷されたかが表示される
EDIT 

・・・・・・画面に絵が残ったままなのでClearキーを押し表示を全部消してから、 PA2キー

を押して文字だけを再表示させる

END SAVE ・・・・・・例題を保存する

KE0524601 SAVED IN DATA SET'JX 12345. GRAPH. FORT77 (GSPS IN)' 
READY 

注意 ・ 行番号7400のPRTGDサプルーチンはプリンタヘ印刷するときのみ呼び出せばよい。

PRTGDサプルーチンの出力機番は 16以外を用いてはならない。

GSPのサプルーチンの中でエラーが起こった場合そのサプルーチン名が表示され、取り

止めるか続けるかを問い合わせてくるので、 KILLを入力する。

CI earキーはキーポードの左から2列めの一番上にあり、 PA2キーは↑キーや↓キ

ーの列の一番上に位置している。

5. 2 PS PとGRACEIVによる作図例

例題のプログラムをデータセット 'CENT.GRAPH. PORT77(PSPSIN)＇に用意している。この例迎を実行

すると図5.2を作成することができる。例題とその簡単な説明を以下に示す。
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S
I
N
 

1. 00 
o. 75 
o. 50 
o. 25 
o.oo 
-o. 25 
-0.. 50 

-o. 75 
-1, 00 

I 

o.oo 15. 00 30-00 
x (DE6) ※※ 

DATE=87/03/16, TIME=12: 08: 56 

ID=JX12345, NAME=JIBUN NO NAMAE 

図5.2 PS PとGRACEIVによる作図例

'CENT.GRAPH.FORT77CPSPSIN)＇の説明

00100 *===< SIN FUNCTION PLOT PROGRAM BY PSP & GRACE4 >===* 

00200 
データ用配列 00300 
軸の属性情報用配列 00400 
グラフ情報用配列 00500 
X軸， Y軸の長さ 00600 

00700 
日付け，時刻用配列 00800 
日付け，時刻の読み取り 00900 
日付けの文字列構成 01000 
時刻の文字列構成 01100 

01200 
い成分のデータ作成 01300 

01400 
01500 
01600 
01700 
01800 

PSPの初期化 01900 
GRACE IV入出力装置の指定 02000 
GRACEIVグラフ機能初期化 02100 

02200 
配列Xのデータ数指定 02300 
配列Xのタイプ指定（実数） 02400 
X軸を実数軸とする指定 02500 
配列Yのデータ数指定 02600 
配列Yのタイプ指定（実数） 02700 
Y軸を実数軸とする指定 02800 

PARAMETER (N=360) 
DIMENSION X(O:N). Y(O:N) 
DIMENSION IX(3), IY(3) 
DIMENSION IPX(2). IPY(2) 
DATA XLEN. YLEN / 6. 0. 4. 0 / 

CHARACTER YMD(3)*2, HMS(3)*2, DATE*8, T!Mh8 
CALL ¥TI ME (YMD, HMS) 
DATE = YMD (1) / /'/'/ /YMD (2) / /'/'//YMD (3) 
TI ME = HMS (1) //':'//HMS (2) //':'//HMS (3) 

DO 100 1=0. N 
X(I) = I 
RAD = 3. 14159/180. O*FLOAT (I) 
Y (I) = SIN (RAD) 

100 CONTINUE 

CALL PLOTS (0. 0. 0. 0, 16) 
CALL CONDEV ('6202') 
CALL GRINIT 

IX (1) = N+ 1 
IX (2) = 2 
IX (3) = 2 
I Y (1) = N+ 1 
I Y (2) = 2 
I Y (3) = 2 
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GRACEIV X軸の作画
GRACEIV Y軸の作画

配列Xのデータ数指定

配列Xのタイプ指定（実数）

配列Yのデータ数指定

配列Yのタイプ指定（実数）

GRACE IV曲線の作画

GRACE IV参照線の作画

GRACE IV日付け時刻作画

GRACE IV氏名，諜題番号作画

PSPの終了

02900 
03000 
03100 
03200 
03300 
03400 
03500 
03600 
03700 
03800 
03900 
04000 
04100 
04200 
04300 
04400 
04500 

04600 

04700 

CALL GRXAXS (4. 0. 4. 0. XLEN, X, IX, -2.'X (DEG)', 6) 

CALL GRYAXS(4. 0. 4. 0, YLEN. Y. IY, 2.'SIN'. 3) 

IPX(l) = N+l 
I PX (2) = 2 

IPY(l) = N+l 
I PY (2) = 2 
CALL GRPGNl (X, Y, I PX. I PY, 0) 

CALL GR REF (2. 0. 0) 

CALL CBTXTC(1. 0. 2. 0,'DATE='//DATE -

//'. TIME='//TIME. 5+8+6+8) 
CAしし CBTXTC ( 1. 0, 1. 0. 'I D=JX 12345. ' -

//'NAME二JIBUN NO NAMAE'. 12+20) 

CALL PしOTE('PSP')

STOP 

END 

この例迎を用いてオフィスプリンタヘ印刷する方法について述ぺる。各自以下の要領にしたがって

試してみるとよい。 GSLRUNコマンドについては5.3節を参照されたい。

READY 
COPY'CENT. GRAPH. FORT77 (PSPSI N)'GRAPH. FORT77 (PSPS IN) ・ ・ ・ ・ ・．例題をコピーする
READY 
即ITGRAPH. FORT77 (PSPS IN)・・・・・・コピーしたデータセットを編集する

EDIT 
FS ・ ・ ・ ・ ・ ・フルスクリーンモードにして例題の行番号4200.4300の課題番号と氏名を書きかえる

EDIT 

GSLRUN CPRl ・ ・ ・ ・ ・ ・ GSLRUNコマンドによって実行する（プリンタ機番がCPR1の場合）

GSLRUN (V01/L03) STARTS AT 17:25:31 ON 03/12/87 
FORTRAN 77 COMPILER ENTERED 

END OF COMPILATION 

END OF GO.SEVERITY CODE=OO 
プリンクヘ出力しますか？ （YIN) : 1 ・・・・・・出力するのでYと答える
EDIT 
プリンタ CPRl へ 1 部印刷しました。•・・・・・ どこに何部印刷されたかが表示される
EDIT 
END SAVE ・ ・ ・ ・ ・．例題を保存する
KE052460I SAVED IN DATA SET'JX12345. GRAPH. FORT77(PSPSIN)' 

READY 

注意 ． PLOTSサプルーチンの出力機番は 16以外を用いてはならない。

x方向は最大 26cmまでしか作画できない。
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5. 3 GS LR UNコマンド

(1) 機能

PSPまたはGSPによる図形作画プログラムを実行し、オフィスプリンタヘ印刷する。

(2) コマンド形式

コマンド オペランド

GSLRUN [DS N （データセット名） [Fixed」J
[LIB（私用ライプラリ名） ］ [NOBu f] 

［プリンタ機番］ [旦 |B4 J [COP1 es （上） ］ 

オペランドの説明

① DSN （データセット名） READYモードやPFDの中でこのコマンドを使用する場

② FI x e d 

合、データセット名を指定する。

①で指定したデータセ、ノトが固定形式のFORTRANプログラムのとき指定

する。 EDITモードの中では指定してはならない。

③ LIB（私用ライプラリ名） ： 私用ライプラリを指定する。

④ NOBuf 

⑤ プリンタ機番

⑥ A 4 I B 4 

GSPにおいて表示図形が制限を超えてエラーが起こる場合、これを指

定すると図形をパッファに蓄えないようになり、その結果、印刷はでき

ないが画面表示はできるようになる。

印刷するプリンタを明示したい場合に指定する。省略すると印刷時に問

い合わせてくる。

PSPによる作図の場合、用紙の大きさを指定する。 X軸は常に用紙の

横長方向である。 GSPの場合はサプルーチンによる指定が有効になる

ので、このオペランドは意味を持たない。

⑦ COPies (1) ： 複写枚数を指定する。省略時は 1部。

(3) 使用上の注意

① GSPのPRTGDサプルーチンやPSPのPLOTSサプルーチンの出力機番は 16以外を

指定してはならない（コマンドGSLRUNの中で固定しているため）。

② EDITモードの中で使用する限りは、 DSN オペランドが不政となり前i1I~．である。
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6. TS Sコマンド一覧

ここでは情報処理教育センターで使用できるコマンドの一覧を示す。コマンドのオペランドはよく使用するものに限って示しているので、さらに詳しいことを知りたい利用者はマニュアル「TSSコマンド文法
書」を参照されたい。ただし、マニュアルには記されていないセンター固有のコマンドも含まれている。

注 1) データセットは、対象とする順データセット、区分データセット、または区分デークセット（メンパ）の形で指定する。

注2) ※は教官のみが使用できるコマンドを示す。

(I) セッション制旬用

コマンド名 オペランド 機能概略

LOG ON I TS S 諜題番号 [Size (2048) l I新しく TSSセションを開始する。 SIZEには使用する主記憧容量をKB単位で指定する。最大は3072KBである。

LOGOFF Iなし ITSSセッションを終了する。

(2) テキスト編集用

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

Ed i t データセット 内容識別修飾子 ソースプログラムやデータの編集を行う。データセットは編集するデータセット名を指定する。デークセットを行蓄号なしで扱う場合

［且 INONurn] NONumを指定する。

Merge データセット 1 ［行蓄号1［行蓄号2)) デークセット 1の行番号lから行番号2までの内容を、データセット 2の行番号3の後に挿入する。データセットが行番号なしのときは
データセット 2 ［行番号3] [Renum] 先頭からの相対レコード数になる。 Renumは、データセット 2で指定したデークセットに、行番号をつけたり、または行蓄号をつけ

直すときに指定する。

(3) 言語処理用

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

FORT77 デークセット O[~J [J E I Fixed] 下ORTRAN77プログラムの蒻訳、または蒻訳・実行を行う。 GOは蒻訳から実行まで行い、 NOGOは翻訳のみ行う。

[[墜LI|NOG Fl JEFはプログラムの中でFORTRANの拡張機艇であるN型編集やNCHARACTER文を用いるときに指定する。
B （区分デークセット） ］ LIBはGOオプションを指定したときに有効で、結合・編集時に必要なライプラリデータセットを指定する。

Run データセット ［言語タイプ］ ソースプログラムを闘訳・実行する。 LIBはプログラムの結合・編集をする隣に結合したい私用ロードモジュールデータセットを指定
[LIB（私用ライプラ'})] する。

PRETTY 入カデータセット 自由形式 (VB)のFORTRAN77のソースプログラムを段付けする。入カデークセットには段付けしたい自由形式のFORTRA
OUT（出カデータセット名） N77のソースプログラムを、 OUT（出カデークセット）には段付け後のソースプログラムを出力するデータセットを指定する。新し

く順データセットを作成するので、同じ名前のデータセットがあってはならない。



(4) データセット処理用

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

ATTRtb 属性リスト名 [BL（プロック長） ］ データセットの属性1)ストを定義する。属性リスト名は英字で始まる8文字以内の英数字からなる文字列である。 BL（プロック長）の
[LR（論理レコード長） ］ 最大は32 7 6 0パイトである。 RECfm（レコード形式）は、 Fが固定長、 Vが可変長、 Bがプロッキングを行うことを指定する。
[RECfm（レコード形式） ］ 

ALLOCate [Fi I e（データセット定義名） ］ データセットを割り当てる。 FII e（デークセット定義名）は、データセ ・ノトを具体的にどのファイルに対応させるかをデータセット
(DA（データセット） ］ 定義名（たとえばFT05F001)で指定する。同一のデータセット定義名を同時にほかの割り当てを行うために使うことはできない。 REU
(0 Id I NEw I SH r) s eは、データセット定義名がすでに使用されているときに、その割り当てを解放してから処理を行うときに指定する。
[REUse] DA（デークセット名）は、割り当てたいデータセットを指定する。新しく作成するものでも、既存のものでもよい。 DA(＊）とする
[US in g （属性リスト名） ］ とTSS端末になる。
[SP ace（初期量増分） Tl Oldは賎存のデータセットをほかのTSS利用者やFIBジョプと排他的に使用するときに指定する。一旦Oldを指定して割り当て

るとFREEかLOGOFFコマンドで解放されるまで、ほかの利用者からアクセスされることはない。 NEwは新しくデータセットを
作成するときに指定する。 SHrは既存のデータセットを他の利用者やFIBジョプと共用して使用するときに指定する。そのデータセ
ットが他の利用者からSHr以外で割り当てられていると、この要求は拒否される。
US1ngは、割り当てるデークセットの属性1)スト名を指定する。属性＇)ストはあらかじめ ATTRibコマンドで作成しておかなけ
ればならない。

SP aceは、新しくデータセットを作成するときに割り当てる領域の量を指定する。初期量は最初にそのデークセットヘ割り当てるペ
き領域の大きさを指定する。増分量は初期割り当てで領域が不足したときに追加して割り当てる領域の大きさを指定する。 Tは、 SPa

丘
Ceオペランドで指定した初期量、増分量の大きさがトラック単位 (t青親処理教育センターでは26 KB)であることを示す。

FREE [F(データセット定義名） ］ ALLOCコマンドで割り当てたデータセットの割り当てまたはATTRtbコマンドによるデータセット属性の定義を解放する。
[DA（データセット） ］ ALLを指定すると今まで割り当てたすべてが解放される。必要なものまで解放されてしまうので、この場合再びALLOCコマンドで
[AT（属性 1） スト名） ］ [ALL) 割り当てなければならない

CONDense 区分データセット 区分データセットを圧縮する。 ReLeaSEコマンドと異なり未使用頷域をシステムヘ返却しない。

ReLeaSE データセット デークセットの未使用領域をシステムヘ返却する。

DELete データセット デークセットを削除する。

＇ COPY デークセット 1 データセット 2 デークセット 1と同じ内容のものをデークセット 2に複写する。データセット 2がない場合はデータセット 1と同じものが新しく作成さ
れる。データセット 2はデークセット 1と同じであってはならない。

REName データセット 1 デークセット 2 デークセットまたは区分デークセットのメンパの名前をデータセット 1からデータセット 2へ変更する。

LISTCat なし 現在LOGONしている課題蓄号に作成されているデータセット名の一覧を出力する。

LISTDs データセット [Mem] データセットの格納されているポリューム通し番号、レコード形式、論理レコード長、プロック長、データセット編成を端末に表示す

る。区分データセットのメンパ名を知りたい場合はMemを指定する。

DSLIST なし 現在使用している課題奮号に属するデータセットの名前、デークセット容量、レコード長、プロック長等を表示する。



(5) データセット出力用

コマ ンド名 オペランド 機 能 概 略

DSPRINT データセ ット プリンタ機番 [NON um] データセットの内容をオフィスプリンタに出力する。データセットが、行蓄号なしの場合はNONを指定する。
[DOC] 印腐したいデータセットの内容が図形データセットの場合はDOCを指定する。

DSPOPER Status DSPRINTコマンドによって出力依頼した要求の状態表示および出力依籟を取り消す。Sta tu sは、出力要求の状懲表示を行う
[Q [（プリンタ機醤 I~凶 ］ 1 ときに指定する。Qオペランドを指定すると出力待ちの数を表示し、 Nオペラ ンドを指定すると出力依頼のデータセット名、依頼番号を
N [（プリ ンタ機番 l~) Jl I 表示する。 Cancelは、出力要求を取り消すときに指定する。依頼番号はDSPOPER S Nコマンドで表示されたものを使用
Cancel 依頼番号 する。

Li s t データセット ［行番号 l ［行番号2l J データセットの行番号1から行番号2までの内容を端末に出力する。データセ ットが行番号なしのときは先頭からの相対的なレコード数
［亘 INONum] をそれぞれ行番号 1と行番号2で指定する。行番号を指定しないときはデータセットの全レコードを表示する。NONumは指定したデ

ータセットが行番号なしのときに指定する。

OUTL I ST※ デークセット プログラムの実行結果等をデークセットに出力したとき、その出カデータセ ットの内容を圧縮して左右2段の袋綴じ形式で日本語ライン
プリ ンタに印刷する。印刷は慣lO 0字、縦78行を 1段として袋綴じ形式で行われる。データセ ットは、印腐したいデークセット名を
指定する。出カデータセットに限る。

咋
OPR デークセット ［プリンタ機番］ データセットの内容をオフィスプリンタに出力する。各ページの先頭にデータセット名と印刷日時が入る。プリンタ機番を省略すると使

用している端末から一蓄近いオフィスプリンクに印腐される。

ODMの中で用いる場合は先頭に％をつけて、％OPRの形式で用いなければならない。

POLI ST※ 区分データセット 区分データセ ットのすぺてのメンバのソーステキストを圧縮して左右2段の袋綴じ形式で日本語ライ ンプリンタに印刷する。

PSLIST※ データセット デークセット中のソーステキストを圧縮して左右2段の袋綴じ形式で日本語ラインプリンクに印刷する。

STINGY デークセット ［プリンク機番］ デークセットの内容を左右2段の袋綴じの形式でオフィスプリンタに出力する。プリンタ機番を省略すると使用している端末から一番近
いオフィスプリンタに印躙される。

(6) TS S入力支援用

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

FL i s t なし データセット名の一覧を画面に表示し、コマンド入力の負担を軽くする。

ML is t 区分デークセット 区分データセットのメンパ名一覧を画面に表示し、コマンド入力時にデータセット名とメ ンバ名を入力しなくて済むようにする。

PFD ［メニュ一番号］ 会話型プログラム開発支援システムを起動する。



(7) 図形処理用

コマンド名 オペラ ンド 機 能 概 略

GSLRUN [DSN（データセット名） ［Fixed]] GSPまたはPSPによる図形作画プログラムを実行し、オフィスプリンタヘ印刷する。

[LIB（私用ライプラリ名） ］ READYモードおよびPFDの中においてこのコマンドを使用する場合には、データセット名を指定する。

[NO Bu f] ［プリンタ機番］ データセットが固定形式のFORTRANプログラムのときにFIx e dを指定する。

［旱 1B4] [COP1es (.l） ］ 私用ライプラリを指定したいときにLIB（私用ライプラリ名）で指定する。
GSPにおいて表示図形が制限を超えてエラーが起こる場合にNOBufを指定すると、印腐はできないが画面表示はできる。

プリンタ機番は印刷するプリンタを明示したい場合に指定する。省略すると印副時に問い合わせてくる。

A4 I B 4はPSPによる作図の場合の用紙の大きさの指定である。 X軸は常に用紙の横長方向である。 GSPの場合はサプルーチ ンに
工る指定が有効になるので、このオペラ ンドは意味を持たない。

COP1es （上）は複写枚数である（省略時 I)。

GRAPHMAN [NOBu fJ ［プリンク機番］ 科学技術計算の結果を図形表示する会話型図形処理システムGRAPHMANを起動する。 OPRへの印刷はGRAPHMANのsco
[COP1es （上） ］ PYコマンドによって可能である。表示図形が制限を超えてエラーが起こる場合にNOBufを指定すると、印嗣はできないが画面表示

はできるようになる。プリンタ機番は印刷するプリンタを明示したい場合に指定する。省略すると最寄りのプリンタヘ出力される。 CO

Pies （上）は複写枚数である（省略時 I)。FORTRANプログラムでピクチャア登銭サプルーチンを用いる場合はRUN LI 
B ('APPl. GRA35. PICLIB'）のようにライプラリ指定して実行すること。

丘(8) 日本語処理

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

ODM なし 日本語処理システムを起動する。これで日本語文書の作成・編集•印刷ができる。

MI DASH I データセット ODM用データセットに含まれている文書の見出しを表示する。

NCONV データセット 1 データセット 2 [F BJ データセット 1（通常のプログラムやデータ等）をデータセット 2 (FDMSで処理できる JEFデータセット）に変換する。こうして
作成したデータセットをさらにF'DMSCNVで変換するとODM用データセットに取り込める。教材や資料等をODMで作成する場合

にプログラム、データ、あるいは実行結果等を組み込むのに便利である。 FBは、データセット 1が固定形式の場合に指定する。

FDMSCNV データセット 1 データセット 2 データセット l(FDMSで処理できる JEFデータセット）をデータセット 2(ODMで処理できる JEFデータセット）に変換す
る。教材や資料等をODMで作成する場合、その中にプログラム、データ、あるいは実行結果等を組み込むのに便利である。

PRVDICT データセット ODM用の私用辞書データセット（領域が30TRK(780KB)のデータセット）を作成する。 ODMを使用する場合、必ずしも私

用辞書は必要ではない。



(9) 授菜支援用

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

GO データセット 1 [NOSource] プログラム(FORTRAN77、PASCAL、COBOL、PLI)の翻訳・実行後、ソースリスト、デークリスト（データセットを指定した場合）、および
[DA ta （データセット 2)］ 実行結果をまとめてデータセット RESULTへ保存する。データセット 1では、プログラムが格納されているデータセット名を指定す
[REsu It (RESULT) J る。 DAta （データセ，卜 2)では、データが格納されているデータセット名を指定する。このオペランドを省略するとDA(＊)と
[GSL] [Fixed] なり、端末からのデータ入力とみなす。 GSPまたはPSPによる閑形作画プログラムを実行する場合にはGSLを指定する。
[LIB（ライプラリ名） ］ 

RECOrd StartlEnd TSS端末でのやりとりをデータセット RESULTへ記註する。 St a r tは、 TSS端末でのやりとりの記録を開始する。データセ
ット RESULTがなければ新規に作成する。 Endは、 TSS端末でのやりとりの記鎌を終了する。

REPOrt PROB, [Tr a n s I L I s t PROB1は、提出、表示、印閾、削除するレポート名を指定する。 Iは1-10に限る。
Iプリンタ機番 IDELete) Transはレポートを提出するときに指定する。 Listは提出済みのレポートの内容を画面に表示する。プリンタ機番を指定すると

I Check 提出済みのレポートの内容をオフィスプリンタヘ印嗣する。 DELeteは提出ずみのレポートを削徐するとき、レポート名と一緒に指

定する。

Checkは、提出済みのレポートの状況を確認する。

RESULT [Li st Iプリンタ機番］ Li s tは、データセット RESULTの内容をTSS端末に表示する。

丘
プりンタ機番を指定するとデータセット RESULTの内容をオフィスプリンタに出力する。プリンタ機番は表3.Iを参照されたい。

TREPO※ PROBt [DEL) I Check 学生が提出したレポートを回収して日本語ラインプリンタヘ印刷したり、回収したレポートを消去して次のレポート提出に備えたり、学

生のレポートの提出状況を確認する。 PROBiは、回収するレポート名を指定する。 nは1~ I 0に限る。 DELは、回収済みのレポ
ートを消去するときに指定する。回収する前に削除すると二度とそのレポートは回収できないので回収したことを必ず確認してから行

う。 Checkはレポートの提出状況を確認するときに指定する。

(JO) F I Bジョプ用

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

BATCH デークセット名 I* TSSコマンド列が格納されているデークセットをFIBジョプ(ForegroundInitiated Background Job)として処理する。その際、身
[MSGCLASS (A I 0)] 分に応じたジョプクラスを指定できる。データセット名は、コマンド列が格納されているデータセット名を指定する。デークセット名の

[REGION (2048K)] 代わりに＊を指定すると端末からコマンド列を入力できる。実行したいコマンドが数行で簡単なときは、＊を指定するとよい。
[CPU (6 0)) MSGCLASSは、メッセージクラス (Aまたは0)を指定する。省略時はAである。 0を指定すると FIBジョプ終了時に日本語ラ

インプリンタヘ直ちに出力される（教官のみ）。 Aを指定すると日本語ラインプリンタヘは直ちに出力されず、 SORPかOUTPUT
コマンドで出力開始を制旬する必要がある。 REGION(2048K)は、'）-ジョンサイズ (KB単位）を指定する。省略時は20

48Kである。最大3072KBまで指定できる。 CPU(60)は、 CPU制限時間（秒単位）を指定する。省略時は60秒である。



(11) 教官用

コマンド名 オペランド 機 鮨 概 略

TOMT※ [U ID（課題奮号） ］ 自分の課題番号に属しているデータセット (PSかPOに限る）を全部MTに吸い上げる。このコマンドは、個人で自分の課題蓄号に所
[Ke e p] 属するデークセットをパックアップするとき、あるいは学期の切れ目に学期を超えてデータセットを使用したい場合などに使用すると良

い。 Keepを指定するとMTへ吸い上げるためのジョプ制銅文が＇課題番号＠ TOMT.CNTL'として保存されたままになる。

TODA※ なし TOMTコマンドでMTに吸い上げているデータセット (PSかPOに限る）を全部ディスクヘ戻すためのジョプ制御文からなるデータ

セット＇課題番号 ．＠TODA.CNTL'を作成する。

KILL※ なし 他のTSSセッショ ンをキャンセルする。

(12) その他

コマンド名 オペランド 機 能 概 略

叶
Help ［コマンド名］ コマンドの一覧や、その構文、機能、オペランドの説明を表示する。

MSG メッセージコード メッセージコードを指定すると、その説明を日本語で表示する。

TDSP ［四］ 1 情肴処理教育センターの各端末の使用状況を表示する。表示は稼働中のTSS端末台数、あるいは各端末グループごとに課題番号ととも

[ALL I に表示する。
[IO KO. JI OP BU BY ACTは、稼働中のTSS端末台数を表示する。

RO] ALLは、すべての端末グループの使用状況を課題番号とともに表示する。 I0、KO、JI、OP、BU、BY、ROは、各端末グル
ープごとに表示するときに指定する。

IO - 1/0室、 KO 一綱義室、 J I 一実習室、 OP ー オープン端末室、 BU ー 文系地区端局、

BY ー 病院地区端局、 RO ー 六本松地区端局

PW ALT（現パスワード 新パスワード） パスワードを変更する。パスワードは8文字以内の英数字であり空白を含んではならない。



付鎌困ったときの処圏

(1) 次のメッセージのどちらかが画面の左上に表示されたとき。

JCB9361 NO INTERPRET TABLE 

JCB9341 APPLICATION NOT IN NETWORK 

⇔ LOGON TSS t累題番号の入れ方が間違っているので、入力し直す。

(2) 次のメッセージのどちらかが、 LOGON TSS諜迎番号を入力した後に表示されたとき。

KE0567101 INVALID USERIO. 諜題番号

KOU353201 USERID諜題番号 ISUNR EG I STEREO 

⇒ 入力した課題番号が間連っているので、 PAlキーを押し、 JCB931I PしEASELOGONが表示さ

れるまで実行キーを押して、正しい課題番号でLOGONをやり直す。

(3) パスワ ードを入力した後て次のメソセージが表示されたとき。

KDU353211 PASSWORD NOT AUTHORIZED FOR USERID 
KDU35329A REENTER -

⇔ 入力したパスワードが間連っているので、正しいパスワードを入力する。

2回入れ間連えると打ち切られるので、そのときはLOGONからやり直す。

(4) LOGON TSS諜題番号の入力後、次のようなメッセージが出力されてLOGONできないとき。

KDU353341 LOGON REJECTEDーじSERIO諜題番号 INUSE 

⇒ 間連った課題番号を使用していないか確認する。諜題番号が問連っていない場合は、他の

利用者がこの諜題番号を使用している可能性があるので、センター受付に連絡する。

(5) 何度もペル音がして画面に＊＊＊が表示されたとき（無限ループになった時）。

⇔ プログラムが間違っていて止まらなくなっている可能性があるので、 PAlキーを押して計

算機に割り込みをかける。そうするとREADY、EDITなど無限ループに陥る直前の状態に戻

る。ただしEDIT中に続けて 2回割り込みをかけるとREADYモードになるが、実行キーを押

すと再びEDITモードに戻る。ここで実行キーでなくコマンドなどを入力すると、せっかく

編集したテキストは保存されないので注意する必要がある。

(6) 端末の電源を間連って切断したとき。

⇒ 再び電源を入れればもとの状態に戻る。

(7) LOGON後3時間経過したため、またはシステムの運用が終了したためキャンセルされたとき。

⇒ プログラムやデータをEDITコマンドで編集していたときは、 EDITSAVEという名前のデータ

セットで保存されているので、できるだけ早くきちんとしたデータセットにCOPYする。

PFDの2 (EDIT)で編集していたときは、再度LOGONしてPFDの2を起動するとリカバリ選

択メニューが表れるのでその指示にしたがう。

※ その他、困ったときはプロクラム相淡員または受付（内線26 5 7)へ連絡してください。
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